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第21回市長対談 スイス連邦共和国 元ジュネーブ市長 ピエール・モデ氏

　2014年は、経済的のみならず、よ
り広く文化的見地からも記念すべき
画期的な年に当たります。
　　ジュネーブは日本の首都、東京と
も深い結び付きがあり、「ジュネー
ブ・品川友好協会」との交流によっ
て、前職・ジュネーブ市長時代にも
両都市間のつながりの強化に努める
ことができました。それ故、私に
とって日本はなじみのない国ではあ
りません。津市への訪問は今回が初
めてですが、津市を訪れずして日本
を視察したなどとはとても言えない
でしょう。
　　ご承知のとおり、私たちの経済戦
略では特にバイオ技術、保健、そし
てイノベーションといった分野で、
日本企業が大きな役割を果たしてい
ます。この美しく活気にあふれた津
市への訪問が、津市とジュネーブと
の末永い関係における新たな第一歩
です。あらためまして本日ここ津市
にお迎えいただき、この協力関係を
成し得たことに感謝いたします。
市長　津を訪れずして日本を視察した
ことにはならないとは！もったいな
いお言葉です。
モデ　いえ、そのとおりです。
市長　私は、2012年の11月にジュネー
ブを訪問し、OPI(ジュネーブ州産
業振興機構)との地域間産業協力協
定の調印式に臨みました。このOPI
は大企業と同様、中小企業の支援を

行っております。そこで私たちは、
メカトロニクス、クリーンテクノロ
ジー開発などの産業分野において、
双方の利益をもたらす結果を目指し
て協定締結に至ったわけですが、そ
の他の分野においても津市とOPIの
間で協力して振興に資する活動をで
きればと思っています。この協定を
基に、さらなる経済交流を目指して
サポートしていきます。本日は、
ジュネーブ州経済ミッション団の皆
さんにささやかな歓迎会を催し、ス
イスと津市内の中小企業間での情報
交換の場を持ちました。
　　国際ビジネスの場において、公的
機関が民間企業をサポートすること
の可能性について、ご意見をいただ
けますか。
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